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台湾の歴史と現実からみる「台湾人」
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1．はじめに
　台湾を初めて空路訪れたのは、3年も前のこと
になる。20年前沖縄の八重山諸島で短期調査した
折、地図の上ではなく、台湾本島が非常に身近に
感じられたのを今でも鮮明に覚えている。それは
天気が良ければ島影が実際に見えるということ
や、石垣島で台湾から移り住んだ人に出会ったこ
と、また台湾の北部・基隆から沖縄の那覇に向か
う船に石垣から乗船したこと、もちろん旅客に台
湾の方々が含まれていたことなど、そのようなこ
とから身近に感じたのであろう。とはいっても、
台湾の方々は日本語のできる人もいらしたが彼ら
同士では当然台湾語を話されており、乗船・下船
の際には通関手続きをされていた。それはある意
味で初めて、国・国境あるいは異文化を実感した
時だったかも’しれない。その後、いつかは訪れた
いと願いながら、台湾はいわば《近くて遠い国》
になってしまっていた。そして17年後、羽田から
台北に空路到着し、そのままバスで台中市に向か
った。
　落ち着いてまず、本屋で「中華民國全LN」と
「塁溝省全囲」の地図などを購入した・そこで、
台湾省の地図はともかく、中華民国の地図を見て
驚いた。〈中国の正統政府〉を主張する台湾の国
民党政権としては、当然のことなのかもしれない
が、〈唯一の中国〉である中華民国の領土は、蒙
古（モンゴル）や西蔵｛チベット）も含む広大な
ものとして描かれていた。特にモンゴルに関して
は、内蒙古（中華人民共和国内の内蒙古自治区）
だけでなく、外蒙古（1924年にモンゴル人民共和
国として独立し、1992年モンゴル国と改名された
国際社会公認の独立国家）を含め、主権を有する
と主張しているのであった。実際、行政院の中に
蒙蔵委員会という管轄官庁まで設けているとい
う。ここには驚くべき矛盾があり、これらの建前
あるいは虚構を維持するために、国民党政権や台
湾住民は犠牲を強いられることになる。今日、中
華民国での国民党の一党独裁は終わり、外交的な
孤立など問題を含みながらも、李登輝総統の下で
政治的民主化が進み、経済面でも依然成長を続け
ている。最近、台申にあった台湾省議会が、総統
のいわゆる台湾化政策もあり解散した。台湾省は、
台北と高雄の両直轄市などを除く台湾全体を行政
範囲とする地方自治体であり、これは中国共産党
との内戦に敗れ台湾に逃れた国民党政権が、依然
として中国大陸の全省を統治しているという虚構
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の上に残立していたものである。これを解散した
ということは、現実を直視しつつ独自の発展を目
指そうとするひとつの表明であろう。また、問題
を抱えながらも中台間の接触や交流が促されつつ
ある。
　本稿では、台湾すなわち中華民国政府が実効支
配する地誠の歴史と現実を、伊藤の著作［伊藤，
1993］を主に参考にしながら要約する。そして、
漢民族移住以前から先住していた少数民族と漢民
族との関係や漢民族内部での対立を考察し、いわ
ゆる「台湾人」とは何かというアイデンティティ
の問題を問う。紙幅の関係もあり、筆者が短期滞
在し予備調査を行った葡岨島のヤミと呼ばれる
人々を中心とする、台湾の先住少数民族に関して
は別稿に譲りたい。
H．フォルモサ（Formosa）あるいは台湾（Taiwan）
　とは
台湾の小史というからには、まず．「台湾」という
名称の由来やその意味するところについて触れな
ければならない。台湾は、大航海時代の1544年、
ポルトガル人によって発見されたと言われてい
る。当時ポルトガルは、占領したゴアやマラッカを
基地にアジア東南部に進出をはかっておりs1543
年には日本の種子島に漂着し鉄砲を伝えたとされ
ている。伊藤によれば、台湾の発見は付近の海域
を航行申のポルトガルの船員が、緑したたる美し
い島影を目のあたりにして「llha（島）・　Formosa
（麗しい）」と感嘆の声をあげたことに始まるとい
う［前掲書：2］。そこで、欧米諸国では台湾を今
日でもフtルモサと呼ぶことがある。しかし、西
欧に紹介される以前から中国には、倭冠や海賊の
巣窟として台湾は知られていた。資料によれば元
王朝の玉4世紀末には、台湾本島の西に位置する膨
湖列島に巡検司が置かれ、治安と警備に当たって
いたという。西欧に発見された頃の台湾は、恐ろ
しい未開の地と考えられていたのである。伊藤に
よるとそもそも「タイワン」という名称は、台南
付近に先住していたシラヤ族が、外来者あるいは
客人を「タイアン（Taian＞」または「ターヤン
（Tayan）」と称していたのが、説って「タイワン」
となったという。、これを聞いた漢族系の移住民は
「台則「大湾」などと、日本人は「大宛」「大冤」
などの漢字を当てたが、それが島そのものを指す
固有名詞となり、「台湾」と慣用されるようにな
ったのは、明王朝の万暦年間（1573－1620）のこ
とである［前掲書：7｝。その名の由来から明らか
なように、現在圧倒的多数を占める漢民族は後か
らの移住民であり、先住の非漢民族にとっては外
来の客人に過ぎなかったのである。
　それでは今日、「台湾」の意味する範囲はどの
ようなものであろうか。国民党政権が実効支配す
る台湾は、中華人民共和国・福建省の沖合に浮か
ぶ日本の九州よりやや小さい台湾本島と、その西
側の1彰湖列島や琉球嘆および東側の緑島や蘭暎島
などからなる中華民国・台湾省、それに中国大陸
に対崎した前線の軍事要地である馬祖島と金門島
などからなる中華民国・福建雀を領域とする。西
側の大陸とは約200kmの台湾海峡で隔てられ、南
はバシー海峡を挟みフィリピンのルソン島とは約
350km、北東にある沖縄の与那国島とは約120kmし
か離れていない。南北約400km、東西約200k皿に及
ぶ領域をもち、総面積は約36，000kmtであり、1993
年当II寺の総人口は約2，060万人である。ただし、
特別の但し書きがない場合、本稿で台湾として言
及するのは中華民国・台湾省に限られる。
　国民党政権は、中華民国を大陸も含む全中国を
統治する正統な国家であると主張し、現在は台湾
に一時避難しているのであり、「大陸反攻」によ
って人民を中国共産党の「共匪」から将来解放す
るとしている。そのため、虚構とはいえ全中国を
統治する中央政府機構（首都南京であり台北市は
臨時首都）と、台湾省を統括する実質的な省政府
機構（省都は名目的に台中市であるが台北市がさ
まざまな中心都市〉が併存し、複雑な二重の政治
構造をもっている。政治体制については変化を含
め後述するが、中華人民共和国をはじめ多くの
国々は台湾の主張を認めておらず、そもそも中華
民国自体が独立国家として今日見なされていな
い。1971年に、申華人民共和国が国連に復帰し、
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替わりに中華民国が国連を脱退した。翌ユ972年に
は日中国交正常化、1979年には米中国交正常化が
なされるなどして、中華民国は次々に各国と断交
せざるを得なくなり、国際政治的には孤立してい
った。近年の台湾では、めざましい経済的発展と
ともに国内の政治的民主化が進み、国際社会にも
復帰すべくさまざまな活動が展開されている。
人々は、中華人民共和国の脅威を感じながらも建
前とは別に、「不統不独（大陸との統一も大陸か
らの独立もしない）jという現状維持を望んでい
るようである。
皿．移住民であった漢民族
　現在台湾の人口の約98％は漢民族であるが、そ
の陰に隠れながらも誇り高く、先住の少数民族が
本島の東側山間部と蘭嗅島に居住している1｝eポ
ルトガル人に発見された当時の台湾には、わずか
な漢民族系の移住民の他に、多数を占めるマラ
ヨ・ポリネシア系の先住民がいた。ほぼ台湾の全
域に分布していたであろう先住民は、異なる時期
に異なる地域から渡来して来た人々であって、そ
れぞれが独自の固有文化をもち、決してまとまり
をもった単一の民族ではなかった。17世紀以降大
量に移住してきた漢民族に、先住民は地域的にも
山間僻地に追われ、人ロ学的にも少数者となって
しまった。つまり、今日圧倒的多数になっている
漢民族は、先住民族にとって外来の入植・移住者
あるいは征服者であり、アメリカ大陸の先住イン
ディアンに対する欧系移民と共通するものがあ
る。
　総称して漢民族といっても、移住の時期や動機
また大陸の原籍地などの違いから、その内訳はさ
まざまであり対立も含みながら決して一枚岩では
ないeそこで次に、漢民族の内訳を歴史的背激を
踏まえながら概説してみたい。
　まず、‘光復（1945年の日本σ）敗戦すなわち台湾
の祖国一・中国への復帰）以前に台湾に移住し、台
湾を本籍として定住している人々を本省人とい
い、その後大陸から移り住むがいまだ大陸に本籍
を残している人々を外省人という。本省人に先住
民を含む場合もあるが、一般には漢民族系の人々
を指し、その内訳は、福建省南部から移住して来
た閾南人と、広東省東部から多少遅れて移住し
て来た客家入である。さらに、問南入を泉州人
と濠州人に分けることもある。彼らは、それぞ
れ、閾南語（泉州方言、潭州方言）を母語とし
た’り、広東語とは異なる客家語を母語としている。
現在でもそうであるが、閾南入が大多数を占め
るため、いわゆる台湾語とは閾南語のことであ
る。それに対して、山東・｛折江・江蘇省などから、
いわゆる国共内線を逃れたり国民党政権側につい
て移住して来た人々が外省人であり、彼らは主に
北京語などを話す少数者である。
　戴によると、近世以降の漢民族の台湾への移住
は大きく四波あるという［戴，1986：9・12］。第1
期は、17世紀初頭オランダの台湾支配が始まり半
ばに大陸では明王朝から清王朝に替わるが、その
頃の華南地方の乱れに乗じた移住である。第2期
は、1660年英雄・鄭成功が「抗清復明」を目指し
台湾からオランダを駆逐するが、彼に従った泉州
を中心とする閾南入の移住である。第3期は、
ユ683年清朝による台湾併合がなされるが、これま
での泉州や潭州の闘南人に広東の客家人も加え
た移住である。そして第4期は、19世紀半ばのア
ヘン戦争や太平天国の乱から清朝末期に至る、客
家入を中心とする移住である。ところで、1926年
に台湾総督府が行った調査に基づく．『台湾在籍漢
民族郷貫別調査』の附録である「台湾在籍漢民族
郷貫別分布図」によれば、閾南系の人口が86％
で沿岸一帯の平地部に、また客家系の人口は13％
で申央山脈に接した山麓地帯に、居住していたこ
とが明白であるという。彼らはいわゆる本省人で
あるが、異なる時期に異なる地域から移住して来
たのであり、政治的理由の者もいたであろうが、
大半の者は混乱や人ロ増加の圧力などに耐えか
ね、新天地を求めて経済的な理由で移住して来た
のである。また興味深いことであるが、清朝は明
朝の遺臣や鄭氏一族を大陸に連れ戻し、その後も
台湾への渡航を厳しく制限したために・漢民族の
移住は独身男性や妻子を大陸に残してきた男性が
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主体となった。そこで、彼ら漢民族の多くは、先
住の台湾女性と結婚することになる。漢民族は、
移住・泓透の過程で先住民との軋櫟もありなが
ら、このようにして生存圏を拡大し土蔚化あるい
は台湾化していった。一方、先住毘の側にも・漢民
族との姑姻を受け入れ、彼らに同化あるいは漢民
族化していく者が現れた。
　外省人は、台湾での歴史は浅いが、国民党の一
党独裁時代に少数考であるにもかかわらず政治的
実権を握った。しかし最近では、経済面だけでな
く政治颪でも、圧倒酌多数の本省人がその主役に
なりつつある。後で詳述するが、本省人と外省入
の対立は厳然と今でもあり、また本省人内部でも
さまざまな対立があった。さらに移住漢民族は1
歴史上の外来政権や先住民との問に、妥協を挟み
ながらも抗争を繰弓返した。そこで、台湾の歴史
といっても主体を誰に置くかによって、異なった
ものに描けるかもしれない。
V．17世紀以降の台湾統治史
　台湾が、ポルトガル入によって発見されるユ6量
紀半ば以前からマラヨ・ポリネシア系の先住民が
いたことは確かであるが、ここでは17世紀に始ま
った外来政権による台湾支配と住民の抵抗の歴史
を述べることになる。日本とのかかわりでいえば、
1593年に豊臣秀吉が原田孫七郎を使者に立て、台
湾の「高出国」に入貢を促している。「高山国」
の呼称の由来は定かではないが、台湾本島の申央
を南北に3千メ・・一一Lトル級の山々がそびえ、西側の
平籔部を除き主に山地が占めるからであろうか。
しかし、秀吉の申し出は実現しなかった。そもそ
も、当時台湾を統一するような政権は存在してお
らず、先住民は各地に散在しており、対象となる
r高山国」という国自体が架空のものだったので
ある。
　1．オランダによる台湾支灘の翻始
　1603年にオランダは彬湖島に上陸したがX溺王
朝によって追い出された。その後再びオランダは
中纏貿易の拠点にすべく来島し、1624年には明が
渉ランダの台湾占領を認めた。ここに、オランダ
の38年問に及ぶ台湾支配が南部（現台南市）を中
心に始まる。オランダは当時の重商主義的政策に
のっとり植民地経営を行い、先住民の土地と移住
漢昆族の労働力を利用した。武力による弾圧と併
行してキリスト教の布教に努め、農業の開発や重
課税を推し進めることになる。ここで、f新港文
書」というものが現存しているが、これは先住の
シラヤ族が自らの言語をオランダ入から学んだロ
ーマ字で表記した土地売買契約書であり、当時の
慣習や失われたシラヤ語を知る上で貴重な資料と
なっている。このオランダに遅れ、スペインが台
湾の北部を1626：年占領し始めるが、1642年にはオ
ランダによって駆逐された。その間、少数支配者
の圧政に対する先住民や移住民の抵抗は度々起こ
るが、支配者側は非支配者傭の婦立を利用し、い
わゆる「分割統治」を行うことになる。
　2．漢民族鄭氏…－MEの台湾支配
　17世紀半ば大陸で、漢民族の明王朝から満州族
の清王朝に政権が移行する頃、元々は福建出身の
海賊であった鄭芝竜の長男鄭森は、明王朝に忠義
を尽くし名も鄭成功と改め「反清復明」を決意し
た。1661年台湾から才ランダを追い払い、ここを
練都（中国の東の都）」と称し大陸反抗の機会を
うかがった。彼は、日本の浄瑠璃や歌舞伎でも、
母が日本人であったせいもあるのか「国姓爺・鄭
成功」と称賛され、台湾でも漢民族移住民にその
開拓の功績を讃えられ「開山王1と崇められてい
る。伊藤によると、オランダ支配が終わるころの
台湾の人口は、先住民8万で移住民2万の計10万人
余りであったと推定されるという［前掲書：29］。
鄭氏政権は1662年に鄭成功が亡くなったこともあ
り、その子・孫時代には内紛が絶えず、それ故清
王朝に隙を与え1683年わずか23年間で幕を閉じ
た。しかし、鄭氏政権時代大陸からの移住が進み
自然増もあり、移住漢民族の入口は12万ないし15
万人に急増し移住民社会が発農したという［前掲
書：34］。人口増に備え、農地開拓などで食料の
増産をはかる一方，支配政権は密貿易で得る利益
に撫え住民には重税を課した。財政は豊かであっ
たはずだが、この政権には「反清復明」という国
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是があり、住民の生活は決して楽にはならなかっ
た。そこで、鄭氏政権は移住漢民族社会からも
徐々に見放されるようになる。また少数者となっ
た先住民たちは、支配漢民族や移住漢民族社会の
ますます脇に追いやられることになった。
　3．満州族清王朝による台湾統治
　鄭氏に替わり、清国が1684年正式に台湾を領有
し、台湾は福建省台湾府となった。しかし、明国
にしても清国にしても、台湾の価値をそれほど高
く評価してはいなかった。先に明国はオランダに
簡単に台湾領有を認めたし、清国にしても当初台
湾放棄論が優勢であったことからも、中国が台湾
を固有の領土として重視するようになったのは古
いことではない。清国は台湾を領有した後も、末
期まで消極的な経営政策を取り、盗賊や反政府勢
力の根拠地にならぬことに重点を置き移民も厳し
く制限した。もちろん実際には、福建南部や広東
東部からの移民の密航は止められず、農業を中心
に台湾の開発は進められてゆく。清国は、治安維
持などを目的として「封山令」を出し、先住民と
移住民の隔離（分割統治）をはかるが彼らの問の
通婚は進んだ。人口は徐々に増え、212年に及ぶ
清国統治に対する住民の政治的あるいは経済的反
乱が度々起こり、「五年一大乱、三年一小乱」と
言われるほどであった。そして、1874年の日本の
台湾出兵を契機に、清国も積極的な台湾経営に乗
り出すことになる。
　移民の制限や封山令などの規制は時が経つにつ
れ有名無実化してゆき、入口も増え住民の活力に
よって開発は進んでいった。それに伴い行政区域
は、南西部から北部や東部にも拡大していった。
その中で、移住漢民族による清国の圧政に対する
反乱も多かったが、先住民は統治者からだけでな
く移住民の侵犯や搾取にも苦しんでおり、孤立し
た小規模の反乱を繰り返していた。1874年以降に
清国は積極的経営に転じ、渡航制限や封山令を撤
廃することになる。しかしそれ以前から、漢民族
の違法移民や先住民と移住民の違法交流・通婚が
行われており、それ以後ますます移住漢民族の入
口は増えることになった。通婚が行われると、生
まれた子供は漢民族とされたこともあり、先住民
の人口は減少し漢（民族）化が進むことになる。
清国政府は、先住民をいわゆる「蛮（蕃）人」と
見なし、その中で平地に居住し教化に服する者を
「熟蕃」または「平哺蕃」、主に山地に居住し教化
の及ぼない者を「生蕃」と呼んだ。そして、移住
民と通婚した先住民は大半が平地に住んでいた者
であり、徐々に固有の言語や文化を失い漢民族化
してゆく。興味深いことであるが、満州族の清国
も、教育などで先住民の漢化を奨励し、漢化する
ことを進歩の物差しと考えていたのである。
　移住民は、先住民に比べまとまりをもった抵抗
を示していた。伊藤によると、それには秘密結社
の存在が考えられるという。例えば、政治的には
異民族である満州王朝の打倒と漢民族の明王朝の
再興を目指し、経済的には孤立無援の移住民の互
助を目的とする、民間の秘密組織「天地会」とい
うものがあった。しかし、逆に移住民内部での反
目・対立も徐々に表れた。いわゆる「分類械闘」
と言われるもので、同じ漢民族系の移住民であり
ながら、闘南系と客家系の対立があり、さら
に問甫系の中の濠州系と泉州系の対立もあった
t前掲書：50－52］。このような対立に先住民も加
わり複雑な対立関係が生まれることは、清国政府
の分割支配には好都合なことであったと思われ
る。
　清国の消極的政策にもかかわらず、台湾は中国
の経済的な国内植民地としての様相を呈してく
る。米やサトウキビなどの農産物を中国に移出し、
日用雑貨を台湾に移入するようになり、それを扱
う政府公認の商業ギルドができ清国側に結び付い
た政商が生まれた。そうするうちに、lg世紀半ば
海外の列強諸国が清国の弱体化をにらみ、開港を
迫るなど圧力をかけ進出して来た。阿片戦争後の
南京条約（1842年）で大陸の香港の割譲や広州な
どを開港させられ、アロー号事件後の天津条約
（1858年）では台湾の基隆や高雄などの際港を約
束させられ、また宣教師によるキリスト教の布教
も認めさせられた。このように英国などと結んだ
不平等条約が台湾にも適用され、帝国主義il寺代の
一15ユー
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｛半）植民地化が進むことになる。その中で、
ユ87ユ年に起こった琉球・宮古島民の台湾先住民に
よる殺害事件（牝丹桑』二事件｝を利用して、日本0）明
治政府も琉球の日本領有確認と台湾への進出を目
論んだ。そして、1874年に台湾へ出兵し「幕地」
の占領に成功した。その後、清国との交渉で台湾
からは撤兵するが、琉球の日本帰属は確認された。
これを契機に、清国政府は台湾の領有価値を認識
し積極的経営に乗り出すことになる。移住民の入
植を奨励し、道路や通信の整備、農業だけでなく
石炭の採掘など全面開発を目指した。1885年台湾
は福建から独立した「省」となり、改革推進の劉
銘伝が清国から派遣された。彼は、清賦事業に取
り組み人口や土地の調査をした上で、地租収入を
増やすとともに治安維持にも努めた。この後1894
年に、台南から台北に台湾省の首府が移り、政治
や経済の中心も南部から北部に次第に移行するこ
とになる。
　4．幻の台湾民主国
　日清戦争（ユ89．　4・1895）後の下関条約にはs台湾
および1彰湖列島の日本への割譲が含まれていた。
このことを清国政府は、住民に事前に知らせるこ
とはなかった。それに対して，台湾の紳民たる漢
族移住民たちは、清国に裏切られた思いを抱きな
がらフランスのカを頼りに、日本との徽底抗戦を
主張した。そして、講和条約締結直後の1895年5
月23日に「台湾民主国」独立宣言がなされた。こ
れはアジア最初の共和国であるが、わずか148日
間で日本軍に消滅させられることになる。日本軍
は北部から徐々に占領し南進して行くが、北都と
異なり中・南部はすでに台湾に土着化した移住民
が多く抵抗も大きかった。台湾全島の鎮圧に5カ
月かかったが、初代台湾総督樺山資紀の下で台湾
の統治が始まる。伊藤によると当時の台湾の人口
は、先住民45万人に加え移住民255万入の計約300
万入と推定されている［前掲書：74］。この過程
で、清国の「中国人」としてではなく、対外的な
より大きな敵と対決することで一体感が生まれ、
「台湾人」という意識が芽生えてきたと思われる。
今まで対立してきた聞南入（泉州人や潭州入）と
客家人は、土着化し移住民意識が薄れてきたし、
平地に住む先住民との通婚も進み、漢民族化した
先住民とは境界がなくなってきたこともあったろ
う。
　5．大日本帝国の台湾統治
　総督府による台湾統治は、「土匪」または「匪
徒」と称された台湾入ゲリラの鎮圧から始まった。
総督には、軍政・軍令だけでなく行政・立法・司
法・財政に関する権限が与えられ、台湾では強大
な権力をもったf土皇帝」と呼ばれた。しかし、
台湾住民の抵抗は執拗なものがあり、それを容易
に鎮圧することはできなかった。また彼らは日本
語はもちろん北京語も理解せず、複数の通訳を介
してのいわゆる「通訳政治」にならざるを得なか
ったため、非効率なだけでなく誤解によるさまざ
まな混乱が生じた。その中で総督府は、住民に対
し2年間の猶予期間を設け、台湾にとどまり日本
国籍を取得し日本国民となるか、所有財産を処分
して台湾を去るかの選択をせまった。伊藤による
と、住民の台湾への定着度は高く、実際に台湾か
ら退去した者は4500人とも6500人とも言われる
が、いずれにしても人ロの1％にも及ばなかった
という［前掲書；82］。この期間が過ぎてからは、
総督府は台湾と大陸中国との往来を厳しく制限
し、清国の住民への影響の排除に努めた。そして
やむを得ない選択をした住民は、国籍こそ「日本」
であるが、植民地の宿命である支配者と非支配者
の関係から、真の「日本人jとはなり得ず、差別
される「台湾人」にほかならなかったのである。
　総督府による台湾の植民地経営は、いわゆるム
チとアメの併馬によって行われた。具体的には、
警察を中心とした厳罰による治安維持2〕をはかる
一方で、個人への褒賞や住民の健康改善に取り組
んだ。また貨幣を統一し、インフラの整備を進め
産業の振興もはかり、税収の増加と統治政策の安
定を目揚した。そのためにも土地と人口の調査だ
けでなく、旧慣制度の調査も行った。伊藤によれ
ば、土地調査により地租収入が増えただけでなく、
土地所有者が確定し近代的な土地所有制度が整っ
た。そして、1905年の台湾史上最初の本格的な人
・－ P52一
台湾の歴史と現実からみる「台湾人J
口調査によると、総人口は約304万人であった。
その内訳は、台湾人が約298万人で98％、日本人
が約5万入で1．6％、中国入を含む外国入が約ユ万
人でO．3％であった。さらに台湾人の内訳は、聞
南系が約249万人で82％、客家系が約40万人で
13％、平地先住民が約5万人で1．6％、山地先住民
が約4万入で1．3％であったという［前掲書：90ユ。
日本人などの人口はほぼ正確であろうが、いまだ
抵抗している「土匪」や山地先住民の人口は不確
かであろう。ここで、先述の清朝宋期の人口推計
と比べ、先住民数の減少は注目すべきであり、そ
の理由は山地先住民の調査漏れや平地先住民の混
血や教育などによる漢（民族）化があると考えら
れる。また特筆すべきは、植民地統治という目的
はともあれ、当地固有の伝統・慣習を調査し民情
を理解しようとしたことであるeその成果は膨大
なものがあり、特に先住民族に関するii蓬北帝國大
學の報告書などは、現在でも学術的評価が非常に
高い3〕。
　総督府は当初から、「土匪」の鎮圧と服属しない
山地先住民への弾圧を行ってきた。「理蕃政策」
あるいは「理蕃事業」と言われるものである。そ
もそも山地先住民は、オランダ・鄭氏・清朝によ
る統治を通じて完全に服属したことはなかった。
彼らは、支配権力による教化や移住民との通婚や
交流を経て漢族化した、平地先住民とは異なって
いたのである。しかし総督府は、警察や軍隊など
により武力行使を行い、彼らの居住地域を侵食・
縮小し弾圧していった。そして、1923年に昭和天
皇が摂政宮裕仁親王として台湾を訪れた際、先住
民の名称を「蕃入」から「高砂族」に改めた。そ
の頃には平地先住民はほぼ漢族化しており「平塘
族」とも呼ばれ、「高砂族」とは山地先住．民を指
すということになった。その後武力抵抗は減り、
合法的な政治運動が展開されることになる。
　その頃日本本土では政友会の原敬内閣による政
党政治が始まり、，台湾総督もそれまでの武官から
文官に替わり、台湾統治にもさまざまな変化が起
こった。それまでとは異なり、国内の政策を植民
地にも適用させる同化政策の主張も現れてきた㌔
しかし台湾人が望んだのは、日本への同化ではな
く日本人と対等な待遇であった。、そして台湾人の
日本への留学「’）が増え、辛亥革命やロシア革命に
も刺激され、民族自決の潮流の中で台湾入の地位
の改善と向上を実現しようとの動きが出てきた。
それは、台湾の自治の獲得を目指すf台湾議会設
置請願運動」となる。もちろんこのような反同化
政策的な運動は、国内法の「治安警察法」違反容
疑で弾圧されることになる。そうされることによ
って「台湾人」意識は強まったが、運動母体であ
ったr台湾文化協会」が社会主義者と民族主義者
との左右に分裂し、1937年の日中戦華勃発もあり
政治運動は終焉を迎えることになった。
　同化政策推進の中で、台湾人に対する教育の普
及が行われた。ただし、本土同様の在台湾日本人
とは異なる差別教育であった。清朝時代の私塾
「書房」にかわり、統治開始直後から各地に「国
語伝習所」後の初等教育機関としての「公学校
（日本人のための小学校にあたる）」などが設けら
れた。上級学校創設と共に徐々に教育制度の一元
化も進められ、就学率は非常に高かったようであ
る。伊藤によると教育の充実は、台湾人の民族意
識を高め植民地支配への抵抗を助長した。また官
吏や警察・軍隊と比べて、教師は使命感が強く人
格的にも優れ、敬愛と信頼を集めていた。今日の
台湾人年配者に多く見られる親日感情は、これら
日本人教師の存在に負うところ大である［前掲
書：1エ7－1ユ8］という。先述したこととも関わる
が、ここでいう「台湾人」とは漢民族と漢族化し
た平地先住民のことであり、「高砂族」と称され
た山地先住民はさらに別扱いされている。教育に
おいても「蕃童教育所」で行われ、また民族意識
も希薄であり日本人だけでなく台湾人からも差別
されていた％
　文官総督から戦争状態になり再び武官総督にな
るが、教育の充実と共に産業の振興がはかられる。
港・鉄道の整備や発電所建設などのインフラ整備
と、水利潅瀧事業による耕地面積の増大とそれに
伴う米や砂糖の増産、専売や税収の増大と貿易の
黒字拡大などによる収入増によって、台湾の財政
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は独立するどころか本国に寄与することになるp
魔業の発展により人1：1も増加し、植民地を正当化
するわけではないが、その下で近代化が推し進め
られたことは闘違いない。
　1i曳線が拡大するにつれ、台湾人の「皇民化」や
台湾麗業の「工業化」、それに台湾を東南アジア
進出の悲地とする「南進基地化jが進められた。
その中で、19．　40年には台湾人に日本名使用を促す
「改姓名運動」も始まり、戦時体制下での同化政
策が強化されていった。そして戦局の悪化により、
台湾でも食糧の統制と配給が始まり、軍属や軍夫
としての徴用から志願兵を募るようになり、1944
年9月には徴兵制が施行されることになった。伊
藤によると、戦争に駆り出された軍人と軍属・軍
夫は20万人以上に及び、jiN　ilEや病死者は3万余名
となったeこれは7人に1人の割合であり、終戦時
の約600万人の台湾人口のほぽ200人に1人が戦争
の犠牲になったことになる。特に問題なのは、戦
後日本国籍を失ったことで戦後補償が受けられ
ず、最近になってようやく弔慰金が日本政府から
支払われたことである〔前掲書：131－132］。これ
は、日本の同化政策があくまで植民地統治の手段
に過ぎず、台湾人が差別されていることは明白で
ある。
　敗戦により、台湾人の運命は大きく変わること
になる。つまり、日本の敗戦は「台湾の申国への
返還」を意味し、少なくとも漢民族に関しては昨
日の敵が明日の祖国となったのである。その際に、
台湾の独立計函も生まれるが失敗した。戦後すぐ、
国民党政権の方針もあり50万人弱いた在台湾日本
入は、軍入から先に日本へ大半が帰還することに
なった。総督は戦犯として逮捕され自殺をし、
1946年5月31日総督府は廃止され日本の台湾統治
は終焉を迎えたのである。
　6．国民党政権による台湾統治
　ポツダム宣言受諾で、日本は連合国軍の占領す
るところなった。その頃大陸中国では、国民党と
共産党の内線が始まっており、蒋介石指導の国民
党政権は、台湾を中国の「台湾省」として官吏や
軍隊も派遣し統治に着手した。1945年ユ0月25日台
湾は正式に中国の領土となり、台湾住民の意思に
かかわらずその国籍はすべて申華民国となった。
新たに大陸から渡って来た外省入にとっては、そ
れは祝福すべき「祖国復刷であろうが、それ以
前からの住民である本省人や先住少数民族にとっ
ては、喜ばしいことであったか甚だ疑問である。
また、日本が残した公的および私的な財産は、国
民党政権に接収された。その総額は莫大なもので
あったが、接収過程における官吏の着服や横領を
Eの当たりにして、台湾人は新しい支配者である
祖国に失望したと言われる。
　国民党政権は、日本の総督府の領土と財産を米
国の後援の下で受け継いだだけでなく、その統治
制度もほぼそのまま継承した。台湾雀行政長官は
台湾警備総司令官を兼ね、日本統治時代の武官総
督に匹敵する新たな「土皇帝」にほかならなかっ
た。国昆党の統治政策の基本は、一党独裁的な
「以党治国」であり、少数外省人の国民党が台湾
を治めるということである。また、特務機関と称
される治安情報組織により末端まで監視網がめぐ
らされ、多数本省人や先住少数民族の不満・反感
がつのった。経済も日本従属から中国従属に移行
したが、中国経済の疲弊の影響で台湾経済は破綻
した。物不足とインフレに加え、本省人の失業者
が急増し社会混乱が起こった。日本統治を正当化
するわけではないが、その時代にいわゆる近代化
が推し進められ、法治国家の下での台湾市民意識
も芽生え始めていた。ところが、国民党の官吏や
軍隊の腐敗ぶりなどにより台湾は無法地帯と化し
た。伊藤によると、本省人すなわち漢族系台湾人
は、同胞であるはずの外省入を当初親しみを込め
て「唐山人」と呼んでいたが、その後は批判・軽
蔑の意を込めて「阿山入」と呼ぶようになり、
「犬（日本人）去りて豚（中国入）来たる」とま
で嘆くようになった。要するに、日本人はうるさ
く吠えても番犬として役立つが、中国入は食欲で
汚いというのであり、そこには台湾入は日本人や
中国人とは違った存在であるという、潜在的な意
識があるということに注目したい［前掲書：148］
と述べている。すなわち、本省入でさえも大陸・
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中国人とは異なると考えており、まして先住少数
民族が漢族外省人をどのようにとらえていたか、
また国民党政権が先住民をどのように処遇したか
推して知るべしである。
　このように南京の国民党政権中央からも無視さ
れ混乱をきたしていた台北で、1947年2月27日の
密輸タバコ売りの取り締まりに端を発した、台湾
人の不満爆発である「二・二八事件」が起こった。
これは国民党政権の腐敗に対する住民の抗議運動
であり、台北から台湾全土に即座に広まった。陳
儀行政長官は、住民の政治改革の要求を受け入れ
る素振りを見せながら、党中央に増援部隊の派遣
を要請し、その部隊が到着すると台湾人の虐殺と
粛清を開始した。1カ月ほどの問に3万人弱（総人
口の約0．5％〕の台湾人が殺害されたとされるが、
事件関与者だけでなく知識人など社会的指導者も
標的にされた。法に従って裁かれたとは言い難く、
戒厳令の下で台湾入は沈黙を強いられながらも、
国民党政権と外省人に対する反発を募らせ台湾の
民主化と独立を志向するようになり、台湾では許
されなかった政治運動は海外で展開されることに
なった。伊藤によると、本省人と外省人の対立つ
まり「省籍矛盾」の原点は、この虐殺・齋清事件
にほかならぬ［前掲書：ユ60］という。以前から
の台湾住民であった本省人と、その支配者となっ
た国民党政権側の外省人の反目は、単なる移住の
時期や原籍地などの違いからではなく、この事件
やその後の本省人のおかれた特に政治的状況によ
るものである。
　南京の国民党中央は、1947年4月22日陳儀行政
長官を罷免し、長官公署を「台湾省政府」に改め
外交官の魏道明をその主席に任命した。内線での
国民党の形勢不利もあ1，、1948年12月29日蒋介石
の腹心である陳誠将軍を新たな主席に任命し、長
男の蒋経国を中国国民党台湾省委員会主任委員に
任じ、次男の蒋緯国の率いる陸軍の精鋭戦車兵師
団を台湾に移動させ、党中央の台湾への移転の準
備が進められた。陳主席は翌年1月に警備総司令
官を兼ね、難民の流入に歯止めをかけるとともに、
同年5月20日に一時解除されていた戒厳令を復活
させた。この戒厳令は、1987年7月15日に解除さ
れるまでおおよそ40年間続くことになる。
　1947年1月に布告された「中華民国憲法」に従
い、形式的ではあるが国民大会で国民党総裁であ
る蒋介石が総統に選ばれることになる。戦局が悪
化し一時総統を辞したこともあるが、1949年IO月
1日中国共産党の中華人民共和国の建国宣言後s
敗北濃厚な国民党政権はユ2月7日台湾への移転声
明を出した。もちろん移転後も中華人民共和国を
認めず、中華民国こそ「唯一の中国」であり、国
民党政権こそ「中国の正統政府」であると主張し
ている。米国からも見放されつつあったが、1950
年の朝鮮戦争の勃発よって、反共ということで米
国が不介入から一転して「台湾海峡の申立化」の
声明を出し、台湾を軍事保護下におくことになっ
た。国民党政権は、米国の保護下で台湾に生き延
びたというのが事実であり、中国共産党の反乱を
ロ実に台湾における強権政治を正当化し、総統に
絶大なる権力を与え、国民党の一党独裁体制を維
持してきたのである。この一党独裁は蒋家の支配
体制の確立にほかならず、蒋介石の神格化や個人
崇拝も進められた。党は縦横無尽に組織網を構築
し、人々の思想や行動まで統制し、党首（総裁後
に主席）の意向で政策が決まると言っても過言で
はない。蒋介石が1975年に死亡すると、国家元首
の総統と国民党の主席が分離される。長男蒋経国
はまず党主席になり、3年後には総統も兼ね世襲
体制が整い「蒋家王朝」が実現した。
　台湾省と福建省の金門・馬祖島のみを支配する
国民党政権は、建前上全中国を支配するかのよう
な体制を維持している。中央政府には、立法・行
政・司法・考試・監察の5院を設け、内閣に当た
る行政院のもとに台湾省、行政院直轄の台北と高
雄の両市および福建i省がおかれ、その台湾省政府
のもとに16の県と5省轄市、さらに各県政府のも
とに県轄市・鎮（町）・郷（村）がおかれている。
現在は異なるが、台湾省と福建省の主席および台
北市と高雄市の市長は任命制がとられていた。そ
れ以外の長や議員は市民の選挙によって選ばれ、
一応地方自治の形態は整えているが、財源や人事
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権などに制開捌1り謝綱家と書ってよく・を附旨しi蜥得国家になっていた・一方台灘済
権隈搬終的には1塞殿に拓…られていた．　a）　BS］題点は旧勅ら轍し肛して米国に鞘
国1細｝こは、197幽こ・掴が醜に鱗するとするものが多く・日本の稀｝ナ構造的存在や糊
隅に舗は国連から1］腿し、ユ979年の料1鮫への徽の輸蹄存体質・また中小企業が繍の
正靴に伴い台湾劇記国と腋す雛糊は国・担い手e）・・1・r心であり・対姻賜の’tSt大餉や外
内法の「台潮係1去」をllll胤類的な1縣は維交的融の影響も心配される［前オ踏：ユ9　3－2°6］
持し続けている。その中で、米国の軍纂援助もあ　　という。
り軍の近代化や強大化力・進んだが認鰍育もあ　1971鮪1湾醐翻腿し姻が朧゜ご復帰す
り眠党と轍の徽のよう1こなった．また暇ると・H本をはじめ次姥多くの国々が舗と断
党磁緻治の下でいわゆる「i必離鰍治」が交レ舗はr世界の孤児」のようになっていっ
横行し溜告によって舗人のllSjにi・［1・Z不信が生た・つい暗こ頼みの綱であった米国も’979年罐と
ま轍治にも利用された．駅党政権嚇家を批腋するが・台湾vg係法によりその後も網は関
判した眠主化轍立鰯長するものは、本省人係を維持し・咽の台湾緻を防ぎまた館の民
だけでなくeva人や酬台湾人を含め舜単圧された主化を勅てゆく・米国の励始潮外での民
・・
Dその一一liで、大隊攻榊国舟流吻ス・一ガ主化運動により・　1・1民党政権も「撫（論’出
ンとは別に政治的嫉体としての台湾は独姻版の規制）」や「党禁（集会儲社の欄）」を
家卿守購を囲糺ているように思われる．　徐々に緩和し・1986年には舗の雛を目指彌
　　「流亡政欄である国跣政権にとって、政治党・駐進鋭の結党が一艦められ・翌年の戒
の安定とともに激を働ていた経済の離漱齢解除につなカ‘ってゆく・それに伴い「獺識
命題であった．いわゆ翻脳亘戯」によって・乱醐国徽全法」が施行され洞家の分裂すな
醐とも訪れる繍娠をJSEIし遂げる．それはわ狛渤立の主張は改め襟じられたが混主
一党嫌の強緻治体制の楓インフレをデノ化轍立を目指す主張を抑えることはもはやでき
ミでのりきる㈱改靴、小作羊トを引き下げt・Dなかった・駐進歩党も言うように・独立は台湾
鮪地や駐からの土地を小作ノvに払い下げる土眠が自ら瀧すべき問題であろう・
地改革を［折行し、ま膿励らil又奪するとともに　1988年に離国が急死すると・国民顛ではあ
台湾の蝶化を働ることで一i・lr・lie・（tこなった．擁る粕湾・本省人である李登輝が副総統から繍
によると、1975纐の舗の人・1よユ6。・万人を超に昇格した・しかし台湾では沖国と同様に党が
えており、小麦の轍で米不足備・りつ．A・隊の上位にあり・すぐ｝こは李も党主席にはなれ
が物する申で次のような要因から経醗展艦なかった・李は識学博士で学者としての経歴が
けた．肥沃な土地と魏雄民、植民地下の猷長く党歴は浅い政治家であり冶北帳始瀦
化の遺商米国の励と躰の円鰍供与m民蔚螂雄任したとはいえ・　／・・の86％砧め
轍権の簾意識、幅破倣韓の1灘外る台湾・本省人鮒す蕨協で副繍にpemされ
国．輪の資繍入などである．締娠の耳燃たのであり・本省人はともかく外省人をすべて掌
をみると、195。年代は鎌壁の回猟館入代替翫ていたとはいえない・実胴民勲部でも・
諜鰍道に剰、196。年代1こ肛軸工楽に転外省ノ・麗を中心とした僻嚇鎌派と・李を
換しインフレなき離厳が猷された．197・年中心とした鞠駐湘辰の対立は現在でもある・
代は肛錫国か嵯工業化へ移そ〒しつつあり・しかし器鰍醐麦本省人勢力の台頭もあり・
198。靴はハイテ殖業翻こ力を入れ、米醗李は半年御二党の主席も兼ねることになった・そ
済の雛を受けつつアジア・mES（tfi興工業うして徐々陣は・党と珊および靴儲棚
繍地域）の旗手になり、繊斉雛国の燗入り，を掌握するようになり・実務的な夕佼を行いまた
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外省人も排斥することなく民主化改革N，を成し遂
げようとしている。1991年には「動員戯乱時期」
を終了し「臨時条款」を廃止し、台湾の非常時体
制は名実ともに解除された。そして、1992年には
台湾史上初の立法院（国会に相当〉委員の総選挙
が行われ、．民進党の躍進があったとはいえ、外来
政権であった国民党政権に初めて台湾統治の正当
性が与えられたことになる。もちろん台湾の民主
化は現在も進行中であり、李登輝は大陸中国との
交流もはかりながら、外省人を含めいわゆる「台
湾化」政策を：推進している。
V．結びにかえて
　中国は、台湾を香港やマカオと同一視し「一国
二制度」の下、統一をはかりたいであろうが、政
治・経済状況が大きく異なり現実には不可能であ
ろう。また台湾側も、建前はともかく現状維持を
望み統一も独立も求めないであろう。主権国家で
はないが、台湾は経済力をもった政治的実体とし
て現に存在する。李登輝総統の下、国民党も革命
政党から民主政党への脱皮をはかり、ますます民
主化が促されるであろう。伊藤によれば、今日本
省人86％で外省人14％の住民比率であり、250万
の国民党党員をみても、本雀人65％で外省人35％
の割合になっている［前掲書：231お保守的な外
省人非主流派の一部は「新党」を結成して中台統
一を掲げるが大きな力とはなり得ず、外省入でも
二世や三世になると本省入を中心とする改革主流
派と近くなり、外省人排斥や独立を目指すもので
はない民主的な「台湾化」に協力するようになる。
また本省人中心め民主進歩党にしても、住民自決
による台湾の将来を望んでいるのであり、即座の
独立を目指すものでもなかろう。台湾と国交はな
いが米国や日本などは経済関係を中心に実質的な
交流があり、中国も民間・経済面では交流を望ん
でいる。いずれにしても、台湾のさらなる政治的
民主化と、中台関係の平和的解決が望まれる。
　ここ4世紀の台湾の歴史は、異なる「外来政権」
による抑圧と住民の抵抗のそれである。もちろん
住民内部にも、その時々に差異化や差別化があり
決して一枚岩ではない。最近まで政権の正当性の
矛盾があり、台湾史は歪められていた。米中国交
正常化以来、中国側は台湾に対して「武力解放」
から「平和統一」を目指すとし、逓郵・通商・通
航の「三通」を呼びかけている。一方台湾側は、
中国に対して「大陸反攻」から「三民主義による
申－国統一」とスローガンを変え、接触・交渉・妥
協をしない「三不政策」で応じている。政治体制
としては双方とも現状を維持しながら経済発展を
求め、「統一」ではなく「和解」の道を模索すべ
きであろう。
　先住少数者が最近、生蕃や高砂族や高山族など
それまでの呼称はすべて外来支配者から与えられ
た差別用語であり、今後「原住民」と呼ばれるべ
きとの主張がなされたことは注目に値する゜・）。王
によると、政府は「原住民」として彼らを認めた
ら漢民族が後から来た「侵入者」になることを恐
れ、いくつかの代替案を出したが受け入れられず、
1992年の憲法修正に際し「原住民」という名称で、
彼らの地位と政治的権利の保障を明記したという
［王，1995112－13］のである。彼らの来住以前、
すでに’「長浜文化」を営む旧石器時代の人々がい
たことは、考古学的に証明されているらしい。し
かし現存する先住者は、漢民族ではないまさしく
彼ら原住民であり、さまざまな意味で差別されて
きた。筆者の体験からも、現在でも漢民族から
「蕃人」扱いされ、漢族化し固有言語も失った平
哺族はともかくいわゆる山胞との通婚は嫌われて
おり、学歴や居住地の影響もあろうが就職などで
差別されている。山胞の方でも漢族を敬遠してい
るところがあり、自らを「台湾入」と考えている
ようには思えない。特に年麗者は、日本語教育を
受けたこともあり、台湾国語としての北京語はも
とより闇南語や客家語などの台湾語にも抵抗をも
っている。しかし原住民の主張とは裏腹に、若い
世代では固有の言語や固有の伝統文化を失いつつ
あり、漢民族との融合や同化が進んでいるのも否
めない。
　　「台湾人」というアイデンティティを考える上
で、本省人と外省人の対立は避けて通れない問題
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である，，人口比率は約6対1であるが、被支配者と
支配者のiVJ係が国民党政オ猴下で長らく続き、また’
母語も異なるためひとつになっているとは言い難
いr）掌校教育により外省人の」編｛｝である北京鱗が
国語として定許しつつあるが、現在でも本省入の
家庭では台湾語が話されており、民主化が進みつ
つある中でも簡単にその溝は埋まらないと思われ
る。もちろん、外省人二世・三世と本雀人の若い
世代の問の溝は都市部から徐々になくなり、国語
を働語として共有する新しい「台湾人」が形成さ
れるようになるかもしれない。しかし一方、政治
的民主化や経済的発展の影響を受けかえって、プ
ームもあり音楽などの分野で台湾語の復活も見ら
れるL・｝。また、本雀人内部での聞南人と客家人の
関係も、人1コ比率は約6対1であり各々母語をもち、
通婚もあまり進んでいるとは思われず、対立して
いるわけではないがひとつでもない。記憶に薪し
いところでも、50年の日帝統治時代やその後の40
年にも及ぶ国毘党独裁時代の歴史があり、「台湾
人」というアイデンティティの問題は複雑である。
国民党を支持する本省人の根底にあるのは、外省
人と共にというより、自らの安定や平和を望む気
持ちであろう。
　そもそもアイデンティティの源泉として欠かせ
ない、台湾画有のひとつの言語や慣行があるとは
考えられない。つまり台湾には、共通項はあると
しても多様な言語や文化が併存しているのであ
る。まず漢民族が先住民族を対等に評価し、本省
入と外省人も違いを認めた上で相互理解を深めて
こそ、異文化の交流・共存を前提としたあるべき
姿になるであろう。文化概念としての台湾民族は
存在しないのであり、政治的概念としての「台湾
入」意識なら生まれつつあるのかもしれない。
1注1
1＞日帝時代に「高砂族」と呼ばれ、国民党政権
からはr高山族」または「山地同胞」と呼ばれ
ている先住民がいる。文化人類学事典によると
高砂族とは、台湾に住むプロト・マレー系の原
住畏のうち．日本占領当時未だ漢族化されずに、
固有の文化を残していた民族をいうeタイヤル、
サイシャット、プヌン、ッtウ、アミxプユマ、
ルカイ、パイワン、ヤミの9種族に分けられ、
1929年には合計で約14万人、玉978年には約28万
入いたとされる。言語はいずれもオーストロ不
シア語族に属するが、いつ、どこから、どのよ
うな経路で台湾に来住したか明らかでない［松
沢，1987：447－448］。山地のみでなく平地や、
ヤミのように小島襖に居住するものもいるの
で、高山族などという呼称には問題があるし、
そもそもまとまりもなく多様な罠族であるので
総称される必然’1生はない。
2）抵抗の弾圧にあたっては、非常なまでの手段
　による「鉄血政策」で臨んだ。これは、泣く子
　も黙ると恐れられた警察による「警察政治」と
　も呼ばれ、朝鮮における「憲兵政治」とならび
　比較される　［伊藤，1993：86－87］という。
3）たとえば壷北帝國大學の土俗・人種學研究室
　編によるr壷溝高砂族系統所厩の研究』などが
　ある。
4）伊藤によれば．日本政府と台湾総督府がとっ
　た施策は、それまでの民生長官・後藤新平によ
　る台湾の慣行にあった独自の非同化政策的な
　「生物学的植民地経営」でもなく、国内の法律
　や制度を植民地に延長して適用させる「内地延
　長主義」を基本とする原敬の急進的な同化政策
　でもない、その中道をゆく「漸進同化政策」で
　あった［葭掲書：100］という。
5）台湾総督府の統計では、台湾人の日本への留
　学は1901年頃に始まり年々増加し、1915年には
　300余名、1922年には2400余名に激増した［前
　i掲書：103］　という。
6）このような状況の中で、1930年10月27日中央
　山脈の中部にあたる霧社で、山地先住民（タイ
　ヤル族）が日本人を襲撃して殺害するという事
　件が起こり、警察や軍隊など2700余名が動員さ
　れ50余日の苦戦のすえに鎮圧された。これは
　「理蕃政策」により帰順していたはずの人々が、
　日本の圧政に蜂起したものであり、総督府の先
　住民政策の再検討を迫るものであった。ここで
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台湾の歴史と現実からみる「台湾人」
伊藤によると、先住民に対する日本語教育の普
及率は漢族系台湾人よりも高く、今日でも先住
民の部族間の共通語となっている。また太平洋
戦争の際、先住民だけで編成された「高砂義勇
隊」が日本国のために勇敢に戦ったことは有名
な事実であり、先住民に対する日本の教化や政
策が失敗であったとは言えない［前掲書：124ユ
という。しかし、先住民の日本人に対する感情
は複雑なものがあり、日本語を受け入れたり日
’本のために戦ったのも、対漢民族に対する被差
別意識あるいは対抗意識と考えるべきであろ
う。さらに、本省人の日本に対する相対的な好
意的評価も、その後の外省人国民党政権から受
けた弾圧と比べてのものである。
7）伊藤の著作［前掲書：181－186］に、1950年
代から1980年代にかけての抵抗と弾圧の事件が
　まとめてあるので、それを参照していただきた
　い0
8）伊藤は、李登輝の民主化改革の政治理念を次
のように集約している［前掲書：223］。①党が
国家の上位にあってはならない、②軍は「党の
　軍」ではなく「国家の軍」でなければならない、
③民主政治は政党政治であり一党独裁であって
　はならない、④国際社会で孤立してはならず実
務外交を推進すべきである、⑤中国政府・中共
　政権と対立してはならない、⑥政治犯の存在は
　民主国家の恥である、ということに尽きるとい
　う。
9）台湾原住民に関し、台湾や中国で刊行された
　ものも多いが、戦後から現在にいたる日本の研
　究の文献目録が笠原によって最近刊行［笠原，
　1997］された。
10）台湾国語と台湾語の問題に関しては、樋口に
　よる興味深い論稿［樋ロ，19．　95：28－35］があ
　る。
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